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令和６年度決算の概要について 

 

令和６年度決算は、令和７年５月 28日開催の理事会において承認されました。以下に掲げ

る決算の概要は、学校法人会計基準に基づき作成した令和６年度事業活動収支計算書にお

ける収入・支出及び貸借対照表における令和７年３月 31日現在に保有する資産、負債並び

に純資産の当年度決算額（対前年度増減比）の状況について説明したものです。 

 なお金額は、百万円未満を切り捨てて表示しています。 

 

●事業活動収支計算書 

 事業活動収支計算書は、教育研究活動に関する収支、教育研究活動以外の経常的な（主に

財務的な）収支、当年度に一時的に発生した特別収支というように活動区分ごとに収支を設

け、その内容と均衡状態を明らかにし、経営状況を表すものです。また本年度取得した資産

を将来へ保持し継続するために各収支差額の合計額から基本金を組み入れ、組み入れ後の

収支の均衡状態を当年度収支差額として明らかにしています。 

 

１．教育活動収支 

 収入では、全体の８割弱を占める学生生徒等納付金が 157億５千５百万円となりました。

学生生徒数の内訳は、学部学生数 12,399 人、大学院学生数 281 人、高等学校生徒数 1,088

人、中学校生徒数 178人です（数値はいずれも令和６年５月１日現在、令和６年度学校基本

調査に準拠した）。経常費等補助金は、国及び東京都から合計で 22億１千８百万円の交付を

受けました。主な内訳は、私立大学等経常費補助金で８億２千７百万円、「高等教育の修学

支援新制度」による授業料等減免費交付金で７億４千万円、高等学校及び中学校に対する東

京都からの経常費補助金で４億５千７百万円を計上しています。その他の収入では、入学検

定料を主とした手数料で３億９千７百万円、現物寄付を含む寄付金で９千２百万円、付随事

業収入では、学生寮の運営に伴う補助活動収入で 1億２千１百万円、防災・救急救助総合研

究所などによる受託事業及び教員が獲得した学外諸機関からの受託研究による収入で８千

万円、地域連携・社会貢献推進センターが行う地域交流に向けた公開講座収入で２千３百万

円、雑収入では、退職金支出に相応した退職金財団等交付金ほかで９億６千９百万円となり

ました。この結果、教育活動収入合計では、196億６千万円となりました。 

 支出では、人件費で教職員給与等に 79億９千３百万円、役員報酬及び退職金に３億２千

６百万円、将来の退職金支払いに備えた退職給与引当金繰入額に７億２千９百万円、また簡

易的業務支援に係る学生アルバイト等賃金に４千８百万円を計上した結果、人件費合計で

は、90億９千８百万円となりました。 

 次に教育研究経費では、光熱水費の値上がりによる増額、授業料等減免費交付金の制度利

用学生の増加による奨学費の増額、当年度の施設整備計画の内容及び見積比較の徹底によ
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る修繕費の減額などの影響により、当年度の減価償却額 15億１百万円と合わせて、教育研

究経費合計では対前年度比８千９百万円増の 71億２千９百万円となりました。 

 管理経費では、主として学園広報及び学生・生徒の募集事業等に要した経費と減価償却額

を計上しており、管理経費合計で 13億８千２百万円となりました。 

 徴収不能額等では、当期において未収となった退学者及び除籍者の学生生徒等納付金ほ

かに対する合計額で、６千７百万円となりました。これらにより教育活動支出合計は、176

億７千７百万円を計上しました。 

 以上の結果、教育活動収入合計額から教育活動支出合計額を差し引いた教育活動収支差

額は、19億８千２百万円の収入超過となりました。 

 

２．教育活動外収支 

 教育活動外収支では、第３号基本金引当特定資産運用収入及び保有する有価証券等の受

取利息・配当金などで１億７千３百万円の収入を計上し、建物等建設資金に要した借入金等

利息に１千２百万円の支出を計上した結果、収支差額では１億６千万円の収入超過となり

ました。 

 

３．特別収支 

 特別収支では、施設設備の整備を使途指定とする寄付金、科学研究費補助金により購入し

た備品等の現物寄付や過年度修正額（収入）などにより、４千５百万円の収入を計上しまし

た。一方で、物品の不用決定や図書の除籍等による資産処分差額や過年度修正額（支出）に

より、７千９百万円の支出を計上した結果、マイナス３千４百万円の支出超過となりました。 

 

 以上の３つの区分における収支差額を合計した基本金組入前当年度収支差額は 21億８百

万円となり、同３区分の収入の合計額である事業活動収入 198 億７千８百万円を分母とす

る事業活動収支差額比率（経営状況の健全性を示す指標）は 10.61％（対前年度 0.14 ポイ

ント増）となりました。 

 この基本金組入前当年度収支差額から、教育研究活動に必要な資産を将来継続的に保持

するために、基本金として 29億４千７百万円を組み入れた（表示はマイナス）結果、当年

度収支差額はマイナス８億３千８百万円となり、これに前年度繰越収支差額を加えた長期

の収支均衡を表す翌年度繰越収支差額は、マイナス 207億３千５百万円となりました。 
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●貸借対照表 

 貸借対照表は、当年度末における資産・負債・基本金及び収支差額の残高を示し、財政状

態を明らかにするとともに、教育研究に必要な資産の保有状況を表示するものです。 

 資産の部は、固定資産で 689億３千万円となりました。有形固定資産は、土地で 375億３

千１百万円、建物で 111億７千７百万円、構築物で 23億１千９百万円、教育研究用機器備

品、管理用機器備品、図書、車両及び建設仮勘定では合計で 63億３千９百万円を計上しま

した。 

 特定資産では、キャンパス環境整備に向けた第２号基本金引当特定資産、奨学基金の充実

に向けた第３号基本金引当特定資産、将来の退職金支払いに充てる退職給与引当特定資産

及び累積する減価償却額の一部に充てる減価償却引当特定資産、奨学制度の維持向上を目

的とする基金として新たに設定した奨学制度引当特定資産の合計で 83億８千６百万円を計

上しました。 

 その他の固定資産では、満期まで１年超の仕組定期預金を内容とする長期性預金、東京都

環境確保条例による温室効果ガス基準排出量に対して本学の排出量が上回ることが予想さ

れたため、削減が不足する分の排出量の権利を購入した排出クレジットに加え、多摩丘陵病

院への施設利用権、残存期間が１年を超える長期保有の有価証券などで、合計 230億１千２

百万円となりました。 

 流動資産では、現金預金に加えて１年以内に換金もしくは回収可能な資産として 143 億

７千８百万円を計上しました。 

 以上の結果、資産の部は 833億８百万円（対前年度 1.7％増）となりました。 

 負債の部では、固定負債で建設資金に充てた過年度長期借入金の返済残額、また長期未払

金に退職給与引当金を合わせて 53億９千６百万円となりました。 

 流動負債では、短期借入金（長期借入金のうち翌年度返済を予定する額）、未払金（取引

業者への前年度事業経費の要支払額）、前受金（次年度事業資金となる学納金等）、預り金（３

月分の社会保険料、国士舘大学教育後援会会費、寮食費、高等学校修学旅行費など）を合わ

せて 56 億円となり、負債の部合計では 109 億９千６百万円（対前年度 6.0％減）となりま

した。 

 純資産の部は、資産の取得を自己資本とする基本金と繰越収支差額で構成されています。

基本金では、第１号基本金として、施設にかかる借入金の返済額及び土地・建物や機器備品

等の施設設備の購入額として 876億５千８百万円を計上しました。第２号基本金では、キャ

ンパス環境整備に向けて 40億円を計上し、第３号基本金では、国士舘奨学基金として９千

７百万円を計上しました。第４号基本金では、恒常的に保持すべき資金として前年度同額を

計上し、基本金合計では、930億４千６百万円（対前年度 3.2％増）となりました。 

 また、繰越収支差額は、事業活動収支計算書における翌年度繰越収支差額（当該年度まで

の収支差額の累積額）と同額で、マイナス 207億３千５百万円を計上し、基本金及び繰越収

支差額を合計した純資産の部は、723 億１千１百万円（対前年度 3.0％増）となりました。 
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 この結果、負債及び純資産の部の合計は資産の部と同額の 833億８百万円となりました。 

 


